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先
頃
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大

会
が
ス
ペ
イ
ン
の
優
勝
に
て
幕
を
閉
じ
た
。
世
界
各

国
の
代
表
選
手
た
ち
が
自
国
の
名
誉
を
賭
け
て
試
合

に
臨
み
、
幾
多
の
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

連
日
連
夜
テ
レ
ビ
中
継
を
楽
し
ま
れ
た
方
々
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
▼
サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
国
際

試
合
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
試
合
前
や
表
彰
式
に
国

歌
が
斉
唱
さ
れ
る
。
以
前
は
日
本
の
選
手
の
中
に
も

歌
っ
て
い
な
い
人
を
見
か
け
た
が
、
今
大
会
第
一
戦

で
は
皆
で
肩
を
組
み
全
員
歌
っ
て
い
た
。
更
に
は
観

客
席
か
ら
も
大
合
唱
が
テ
レ
ビ
越
し
に
聞
こ
え
て
来

た
。
私
は
こ
の
様
子
に
嬉
し
さ
と
同
時
に
頼
も
し
さ

を
覚
え
、
今
日
は
勝
て
る
の
で
は
と
思
っ
た
。
結
果

と
し
て
我
が
国
の
代
表
は
大
会
前
の
劣
勢
予
想
を
覆

し
予
選
突
破
、
見
事
に
決
勝
リ
ー
グ
に
駒
を
進
め
た

の
で
あ
る
▼
そ
れ
に
引
き
換
え
残
念
な
の
が
入
学
式
、

卒
業
式
で
の
国
歌
斉
唱
だ
。
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い

い
程
歌
声
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
あ
れ
程
大
勢
の
歌
声
が
響
い
て
い
た
の
に
、
こ
の

違
い
は
一
体
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
的
な
場

で
は
国
を
意
識
す
る
事
が
多
い
。
対

『

個
人』

よ
り
、

対

『

国』

。
同
じ
国
の
一
員
と
し
て
の
連
帯
感
を
よ

り
高
め
る
為
に
国
歌
斉
唱
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
島
国
に
し
て
単
一
民
族
と
い
う
日
本

で
は
連
帯
感
を
よ
り
強
固
に
す
る
意
識
が
欠
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
▼
世
界
に
出
て
初
め
て
日
本
国

民
と
し
て
の
意
識
が
芽
生
え
、
皆
で
国
歌
を
唱
い
国

旗
を
振
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
普
段
か
ら
日
本

国
の
一
員
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
な
教
育
が
な
さ

れ
れ
ば
、
学
校
で
の
国
歌
斉
唱
の
声
も
も
っ
と
大
き

く
な
る
に
違
い
な
い
▼
私
は
い
つ
も
大
き
な
声
で
国

歌
を
斉
唱
す
る
が
、
い
つ
の
日
か
あ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
観
客
席
で
起
こ
っ
た
大
合
唱
が
、
ど
こ
の
学
校

か
ら
も
聞
こ
え
て
く
る
事
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

(

田)
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梅
雨
も
明
け
、
夏
の
強
い
日

差
し
が
照
り
つ
け
た
七
月
十
九

日

(

海
の
日)

、
寒
川
神
社
を

始
め
、
寒
川
町
内
、
茅
ヶ
崎
市

内
三
十
四
社
の
神
輿
三
十
八
基

が
茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜
に
参
集
し
、

約
八
万
人
の
観
衆
が
見
守
る
中

浜
辺
を
乱
舞
す
る
勇
壮
華
麗
な

浜
降
祭
が
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

寒
川
神
社
で
は
、
前
日
の
午

後
八
時
、
前
日
祭
並
遷
霊
祭
を

斎
行
、
次
い
で
、
日
も
変
わ
っ

た
深
夜
一
時
三
十
分
、
境
内
に
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参
集
し
た
菅
谷
神
社
、
倉
見
神

社
、
八
幡
大
神
の
神
輿
が
供
奉

す
る
な
か
社
頭
を
発
輿
、
大
勢

の
方
々
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
一

之
宮
、
田
端
地
区
を
通
過
、
浜

見
平
よ
り
鉄
砲
道
を
進
み
、
午

前
五
時
三
十
分
、
南
湖
の
浜
に

着
輿
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
神
輿
が

着
輿
し
た
午
前
七
時
、
浜
降
祭

祭
典
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
国

家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
、
大
漁
満

足
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
各
社
神
輿
は

次
々
と
帰
路
に
着
き
、
当
神
社

神
輿
も
行
在
所
、
御
旅
所
に
て
地

域
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
途
上
供

饌
祭
を
執
り
行
い
な
が
ら
正
午
、

社
頭
に
還
幸
し
、
今
年
も
無
事
に

祭
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

宮
山
地
区
の
生
産
組
合
長

を
始
め
、
責
任
役
員
、
宮
山

総
代
参
列
の
も
と
、
虫
送
り

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
畑
で
は
農
作
物
が
成
長

し
て
お
り
、
秋
の
収
穫
ま
で

よ
り
手
の
か
か
る
時
期
と
な

り
ま
す
。
虫
送
り
と
は
、
こ

の
農
作
物
を
食
い
蝕
む
病
害

虫
を
追
い
払
い
、
豊
作
を
祈

願
す
る
祭
で
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
た
御
神
札
が
各
農
家

に
配
ら
れ
ま
す
。
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(

順
不
同)

浜
之
郷

鶴
嶺
八
幡
社

岡
田

菅
谷
神
社

芹
沢

腰
掛
神
社

堤

八
坂
神
社

倉
見

倉
見
神
社

一
之
宮

八
幡
大
神

矢
畑

本
社
宮

西
久
保

日
吉
神
社

円
蔵

神
明
大
神

今
宿

松
尾
大
神

中
島

日
枝
神
社

柳
島

八
幡
宮

萩
園

三
島
大
神

小
和
田

熊
野
神
社

菱
沼

八
王
子
神
社

室
田

八
王
子
神
社

下
寺
尾

諏
訪
神
社

上
赤
羽
根

八
雲
大
神

下
赤
羽
根

神
明
大
神

高
田

熊
野
神
社

甘
沼

八
幡
大
神

香
川

諏
訪
神
社

中
海
岸

八
大
龍
王
神

本
村

八
坂
神
社

新
町

嚴
島
神
社

十
間
坂

神
明
宮

十
間
坂

第
六
天
神
社

中
海
岸

中
海
岸
神
社

鳥
井
戸

御
霊
神
社

南
湖
上
町

金
刀
比
羅
神
社

南
湖
中
町

八
雲
神
社

茶
屋
町

茶
屋
町
大
神
宮

南
湖
下
町

住
吉
神
社
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相
模
薪
能
開
催
に
あ
た
り
、

当
日
荒
天
の
場
合
は
、
会
場
を

寒
川
総
合
体
育
館
に
変
更
し
開

催
致
し
ま
す
。

会
場
変
更
の
場
合
は
、
左
記

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◇
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ラ
ジ
オ

八
月
十
五
日

午
前
十
一
時
二
十
分
頃

午
後
十
二
時
五
十
八
分
頃

放
送
予
定

◇
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

尚
、
寒
川
総
合
体
育
館
へ
は
、

当
神
社
よ
り
徒
歩
約
五
分
で
す
。

[

殺
生
石]

[

成
上
り]
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本
年
四
十
一
回
目
を
迎
え
る

相
模
薪
能
が
、
八
月
十
五
日
の

終
戦
記
念
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

能

｢

小こ

督ご
う｣

狂
言

｢

成な
り

上あ
が

り｣

能

｢

殺せ
っ

生
し
ょ
う

石せ
き｣

の
演
目
が
鎌
倉

能
舞
台
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
か

が
り
火
の
向
こ
う
に
能
楽
師
に

よ
る
幽
玄
の
世
界
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
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老
朽
化
に
伴
い
、
三
月
よ
り

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

二
の
鳥
居
も
、
予
定
通
り
に
、

作
業
が
進
み
、
去
る
七
月
十
二
日
、

竣
功
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

柱
全
体
を
円
筒
状
の
鋼
鉄
で

包
み
接
着
固
定
す
る
と
い
う
、

工
事
期
間
中
、
近
隣
在
住
の

皆
様
に
は
、
通
行
規
制
等
様
々

な
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力

に
よ
り
無
事
完
成
出
来
ま
し
た

事
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
深
く

感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
居
の
補
強
と
し
て
日
本

初
の
方
法
を
取
り
入
れ
、

耐
震
性
を
強
化
し
た
こ
の

工
事
は
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂

系
の
塗
装
を
最
後
に
施
し
、

既
存
鳥
居
の
建
立
当
時
の

白
く
輝
い
て
い
た
姿
を
現

在
に
甦
ら
せ
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り

水
無
月
大
祓
式
、
茅
の
輪
神
事

並
大
祓
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
祓
式
は
七
〇
一
年
制
定
の

大
宝
律
令
に
よ
っ
て
正
式
な
宮

中
の
年
中
行
事
に
定
め
ら
れ
た

奈
良
時
代
よ
り
古
く
伝
わ
る
除

災
行
事
で
全
国
の
神
社
で
行
わ

れ
て
い
る
神
事
で
す
。

当
日
は
、
約
千
名
の
参
列
者

が
訪
れ
、
大
祓
詞
奏
上
の
後
、

罪
穢
を
人
形
に
移
し
、
切
麻
に

て
祓
い
清
め
、
茅
の
輪
を
三
度

く
ぐ
り
、
今
後
半
年
間
の
無
病

息
災
を
祈
願
致
し
ま
し
た
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載
徳
川
の
幕
政
下
、
伊
勢
の
式
年
遷
宮
が
十
三
回
、
仮

殿
遷
宮
が
四
回
、
臨
時
遷
宮
が
二
回
執
行
さ
れ
、
殿
舎

や
祭
儀
な
ど
諸
制
度
が
と
み
に
充
実
し
、
衰
微
の
う
ち

続
い
た
中
世
に
比
べ
よ
う
の
な
い
盛
時
を
迎
え
た
。
織

田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
神
宮
崇
敬
に
劣
ら
ず
、
徳
川
家

康
も
慶
長
十
四
年

(

一
六
〇
九)

に
造
営
料
三
万
石
と

定
め
た
。
歴
代
将
軍
も
こ
れ
を
前
例
と
し
、
山
田
奉
行

に
造
宮
奉
行
を
兼
ね
さ
せ
て
事
業
を
統
括
し
、
御
用
材

も
尾
張
藩
の
木
曽
山
と
紀
州
藩
の
大
杉
山
か
ら
供
給
さ

せ
た
。

慶
長
・
寛
永
・
慶
安
に
続
い
て
、
第
四
十
五
回
遷
宮

が
寛
文
九
年

(

一
六
六
九)

九
月
に
両
宮
で
実
施
さ
れ
、

正
宮
は
勿
論
、
別
宮
・
宝
殿
の
御
垣
・
御
門
や
神
宝
・

金
物
に
至
る
ま
で
、
旧
例
を
守
っ
て
整
斉
の
美
が
尽
く

さ
れ
た
。
出
口
延の
ぶ

経つ
ね

は

『

二
所
太
神
宮
遷
宮
次
第
記』

に
、

惟
ふ
に
今
般
の
如
き
は
三
百
秋
以
来
の
絶
え
た
る

を
継
ぎ
て
、
二
門
の
千
木
崇タ
カ

く
起
こ
り
、
二
百
余

年
の
廃
た
る
を
興
し
て
、
玉
垣
一
重
を
長
く
廻
れ

り
。

と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
力
説
し
て
い
る
。

そ
し
て
遷
宮
後
の
十
一
年
五
月
、
老
中
よ
り

｢

御
遷

宮
御
造
営
御
条
目｣

が
両
宮
・
作
所
・
会
合
に
下
達
さ

れ
た
。
位
階
装
束
や
造
営
・
神
宝
な
ど
、
五
ヶ
条
か
ら

な
っ
て
い
る
。

一
、
遷
宮
の
諸
色
は
、
古
法
を
守
り
新
儀
を
企
て
る

こ
と
の
無
い
よ
う
、
長
官
・
神
主
以
下
、
よ
く

吟
味
す
べ
き
こ
と
。

一
、
遷
宮
用
材
は
御
山
で
入
念
に
撰
木
し
、
朽
木
を

一
切
出
さ
な
い
こ
と
。

一
、
作
事
場
は
懈
怠
な
く
見
回
り
、
万
事
に
念
を
入

れ
る
こ
と
。

一
、
御
装
束
や
神
宝
は
古
法
を
守
り
、
京
都
行
事
官

に
入
念
に
申
し
付
く
べ
き
こ
と
。

一
、
造
営
役
人
以
下
、
行
事
官
な
ど
、
子
々

孫
々
に
至
る
ま
で
、
粗
相
す
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
。

以
上
の
通
り
、
関
係
者
の
細
心
の
心
得
を
諭

し
た
の
で
あ
る
。

幕
府
は
す
で
に
慶
長
二
十
年

(

一
六
一
五)

の

『

禁
中
並
公
家
諸
法
度』

や
寛
永
十
三
年

(

一
六
三
六)

の

『

武
家
諸
法
度』

を
も
っ
て
、

朝
廷
や
大
名
を
統
制
す
べ
き
基
本
方
針
を
布
令

し
て
い
る
。
ま
た
寛
文
五
年

(
一
六
六
五)

の

『

諸
宗
寺
院
法
度』

『

諸
社
禰
宜
神
主
法
度』

で
、

社
寺
の
根
本
法
令
を
示
し
た
。
こ
の
た
び
伊
勢

の
禰
宜
・
神
主
、
あ
る
い
は
造
営
工
事
を
担
当
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す
る
作
所
に
対
し
て
、
寛
文
度
の
遷
宮
実
績
を
盛
り
込

ん
だ
御
条
目
に
、
幕
府
の
遷
宮
に
注
い
だ
熱
意
の
ほ
ど

が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

老
中
支
配
に
属
す
る
造
宮
奉
行
は
、
伊
勢
町
奉
行
と

も
別
称
し
、
造
営
事
業
を
統
督
し
た
。
諸
祭
経
費
を
上

申
し
、
造
営
料
を
捻
出
す
る
た
め
新
田
開
発
に
も
着
手

し
た
と
い
う
。
御
用
材
は
御
三
家
の
う
ち
、
尾
張
・
紀

州
の
両
藩
に
負
担
さ
せ
た
が
、
次
第
に
河
川
の
安
定
し

た
尾
張
藩
の
木
曽
山
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
作

事
小
屋
か
ら
遷
御
列
の
警
固
な
ど
、
一
切
の
守
衛
は
津

の
藤
堂
藩
や
鳥
羽
の
稲
垣
藩
が
担
当
す
る
。
ま
た
既
述

し
た
よ
う
に
、
御
用
材
の
搬
入
に
は
伊
勢
周
辺
の
神
領

民
が
奉
仕
し
た
。
こ
う
し
て
幕
府
か
ら
住
民
に
至
る
ま

で
、
伊
勢
の
式
年
遷
宮
に
協
力
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

遷宮御条目 (神宮文庫所蔵)

豊臣秀吉朱印状 (神宮文庫所蔵)
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

二
万
円

小
久
保
喜
久
江

千
葉
県
佐
倉
市

〃

井
上

正
弘

東
京
都
文
京
区

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

昨
年
十
一
月
に
宮
山
神
社
境

内
に
移
設
さ
れ
た
平
和
の
塔

｢

和
光｣

は
、
昭
和
四
十
年
八

月
十
五
日
終
戦
二
十
年
の
節
目

に
、
永
遠
な
る
平
和
を
誓
い
、

宮
山
住
民
の
総
意
に
て
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
当
時
の
切
な
る
願
い
を

後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
八
月
十

五
日
の
終
戦
の
日
に
、
和
光
碑

の
前
に
て
、
平
和
祈
願
祭
を
執

り
行
い
、
恒
久
平
和
を
祈
念
致

し
ま
す
。

こ
の
祭
典
に
地
域
の
皆
様
方

の
御
参
列
を
賜
り
た
く
、
左
記

に
依
り
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記


��

�

平
成
二
十
二
年

八
月
十
五
日
�

正
午
よ
り


��

�

宮
山
神
社
境
内

和
光
の
塔
前

�

�

�

�

天
文
暦
学
者
・
か
ら
く
り
師

の
顔
を
も
つ
土
佐
の
細
川
半
蔵

と
江
戸
の
天
文
・
か
ら
く
り
の

世
界
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

�
�
�
�
�
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�
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九
月
十
一
日

(

土)

、
午
後

一
時
よ
り
参
集
殿
に
て
開
催
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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鈴
木
一
義
先
生
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７月７日は七夕祭り｡ 少年館では
７月１日に七夕飾りを作りました｡
｢今年は彦星様と織女様は逢える

かな？｣ とロマンチックな子もいれ
ば､ ｢願い事いっぱいあるから､ もっ
と短冊ないの？｣ と欲張りな子もい
ます｡
色々ハプニングもあり､ 大さわぎ
になりましたが､ 無事飾り終える事
が出来ました｡
皆の願い､ 届くといいね！
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今
年
の
カ
ブ
隊
の
夏
キ
ャ
ン
プ
は
八
ヶ

岳
で
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
七
月
十

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
・
ボ
ー
イ
隊
は
、
富
士

西
麓
の
朝
霧
高
原
に
て
実
施
さ
れ
る
第
十

�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

□�
�
�
�

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
日
〜
十
一
月

二
十
三
日

□�
�
�
�

寒
川
神
社
境
内
回
廊

□	



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品

□�
�


白
黒･

カ
ラ
ー
…
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切

(

つ
な
ぎ
・
合
成
・
組
写
真
不
可)

□�
�
�
�

一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
〜
十
月
三
十

一
日

(

郵
送
又
は
持
参)

□�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
!
"
#
$

%
�
&
	
'
(
)
�
*
+
,

□-

宮
司
賞
・
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
他
特
別

賞
多
数

□.
/
0

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日

□1
-
2
.

平
成
二
十
二
年
十
一
月
上
旬

(

入
賞
者

へ
直
接
通
知)

□�
�
�
�
3
4
5
6
7
8

寒
川
神
社
写
真
展
係

�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て

一
泊
舎
営
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
工

作
し
た
竹
の
器
と
箸
で
夕

食
の
そ
う
め
ん
を
食
べ
た

後
は
シ
ー
タ
ー
ポ
ン
作
り

や
夜
の
神
社
参
拝
を
行
い
、

ス
カ
ウ
ト
同
士
の
絆
を
深

め
ま
し
た
。
仲
間
と
行
く

八
ヶ
岳
が
楽
し
み
で
す
。

五
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
全
国
の
ス
カ
ウ
ト
が

集
結
し
、
参
加
人
数
は
二

万
人
、
期
間
は
八
泊
九
日

と
い
う
大
規
模
な
も
の
で

す
。
貴
重
な
体
験
と
な
っ

て
、
ス
カ
ウ
ト
を
富
士
山

の
よ
う
に
大
き
く
成
長
さ

せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�
�

	
�

�

当
神
社
が
育
成
す
る
三

団
体
の
平
成
二
十
二
年
度

育
成
総
会
が
、
去
る
七
月

三
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
共
に
、
前
年
度

の
活
動
報
告
並
び
に
決
算

報
告
、
今
年
度
の
活
動
計

画
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
今
多
発
す

る
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

に
楽
し
く
活
動
が
行
え
る

よ
う
、
夏
季
行
事
に
つ
い

て
の
説
明
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
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第
四
十
二
回
写
真
展
宮
司
賞

｢

相
模
薪
能
土
蜘
蛛｣
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人
間
に
は
、
本
来
、
暑
い
夏

に
も
寒
い
冬
に
も
自
然
の
環
境

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
構
造
、

す
な
わ
ち
環
境
適
応
能
力
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
律

神
経
の
働
き
に
よ
る
恒
常
性
維

持
機
能
と
い
い
ま
す
が
、
現
代

は
冷
暖
房
完
備
の
時
代
。
体
が

自
分
で
温
度
管
理
を
す
る
必
要

が
な
い
よ
う
な
環
境
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
と
い
う

人
工
的
な
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
、
人
間
の
体
温
調
整
能
力

(

恒
常
性
維
持
機
能)

に
変
調

が
起
こ
り
、
自
律
神
経
の
失
調

を
来
し
て
、
様
々
な
症
状
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
の
変
調
を
総
称

し
て｢

ク
ー
ラ
ー
病(

冷
房
病)｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。(

正
式
な

病
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

人
間
の
体
温
調
節
を
つ
か
さ

ど
る
自
律
神
経
は
５
度
以
上
の

急
激
な
気
温
変
化
に
は
対
処
で

き
な
い
た
め
、
そ
れ
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
、
体
温
を
下
げ
る
交

感
神
経
と
体
温
を
上
げ
る
副
交

感
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
に
異
常
を

来
た
し
、
い
わ
ゆ
る
自
律
神
経

失
調
症
様
の
症
状

(

体
の
冷
え
、

む
く
み
、
疲
労
感
、
肩
こ
り
、

頭
痛
、
神
経
痛
、
腰
痛
、
腹
痛
、

食
欲
不
振
、
便
秘
、
下
痢
、
頻

尿
、
不
眠
、
鼻
炎
、
月
経
不
順

な
ど)

が
出
現
し
ま
す
。
自
律

神
経
の
働
き
が
不
安
定
な
乳
幼

児
や
老
人
、
薄
着
で
冷
房
の
強

い
オ
フ
ィ
ス
に
い
る
こ
と
が
多

い
女
性
労
働
者
に
比
較
的
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

｢

な
ん
と
な
く
だ
る
い｣

｢

食

欲
が
な
い｣

｢

や
る
気
が
な
い｣

と
い
っ
た
症
状
は
一
見
す
る
と
、

夏
バ
テ
と
誤
解
さ
れ
る
方
も
い

ま
す
が
、
ク
ー
ラ
ー
病
と
夏
バ

テ
で
は
原
因
が
違
い
ま
す
。
夏

バ
テ
は
体
温
調
節
を
す
る
た
め

に
か
い
た
汗
が
う
ま
く
蒸
発
せ

ず
表
面
に
残
っ
て
し
ま
い
、
の

ぼ
せ
た
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ

と
で
す
。
一
方
、
ク
ー
ラ
ー
病

は
上
手
に
汗
を
か
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
体
温
の
調
節
が
う

ま
く
い
か
な
い
状
態
に
な
る
こ

と
で
す
。

ク
ー
ラ
ー
病
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け
屋
外
と
屋
内
の
気

温
差
を
な
く
す
こ
と

(

屋
外
と

屋
内
の
気
温
の
差
は
５
度
以
内

が
理
想)

で
す
。
ま
た
深
部
体

温
が
低
く
な
る
と
、
全
身
症
状

が
表
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
飲
み
物
は
な
る
べ
く
温

か
い
も
の
を
選
び
、
さ
ら
に
筋

肉
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
べ
く
、

軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
帰

宅
時
に
歩
く
距
離
を
延
ば
し
て
、

お
お
ま
た
で
歩
い
て
み
る
な
ど
、

軽
め
の
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
さ
ら
に

帰
宅
後
は
37
〜
38
度
位
の
ぬ
る

め
の
お
湯
で
、
30
分
位
の
少
し

長
め
の
半
身
浴
で
、
内
側
か
ら

温
め
て
あ
げ
、
血
行
を
よ
く
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
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寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会
で
は
、

祭
礼
提
灯
の
斡
旋
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

�

〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

 
!
"

#

�
�

$

出
仕

芳
賀

悠
介

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日

 
%
&
'

#

�
(
)

$

介
護
職
員

入
澤
奈
々
美

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
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(

一)

改
修
さ
れ
、
新
築
当
初
の
輝
き

を
取
り
戻
し
た
二
の
鳥
居
。

末
社
に
あ
る
和
光
の
塔
は
恒

久
平
和
の
象
徴
。
一
番
上
の
大

き
な
玉
は
平
和
を
、
支
え
る
三

本
の
柱
は
戦
没
者
・
遺
族
・
国

民
を
意
味
し
、
台
座
は
四
方
四

隅
と
世
界
を
表
す
八
角
形
。

渋
滞
を
道
の
辺
の
花
に
癒
さ
る
る
流
れ
る
メ
ロ
デ
ー
心
地
よ
き
旅

川
島
惠
美
子

小
刀
で
鉛
筆
削
れ
ば
傍
ら
の
ド
ン
グ
リ
眼
が

｢

大
ば
ば
天
才｣

�
田
マ
ツ
子

此
の
道
に
足
跡
つ
け
て
生
き
た
り
人
ら
の
あ
り
て
道
を
成
し
た
る

工
藤

光
子

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
の
勢
い
に
ふ
れ
て
い
つ
し
か
気
持
ち
晴
れ
ゆ
く

稲
畠

冶
江

緑
こ
き
蕗
の
大
葉
を
傘
と
し
て
ひ
孫
は
よ
ろ
こ
ぶ
小
雨
に
ぬ
れ
て

三
留
と
く
子

そ
ら
豆
を
ぷ
つ
ん
と
開
け
る
に
行
儀
よ
く
み
ど
り
の
四
っ
子
並
ん
で
い
た
り

天
利

春
枝

病
む
人
を
訪
い
て
喜
ぶ
顔
に
会
い
青
葉
の
風
に
送
ら
れ
帰
る

岡
元

芳
子

上
海
の
子
供
の
遊
び
コ
オ
ロ
ギ
を
闘
わ
せ
て
は
共
に
遊
び
し

出
町

安
子

ト
ラ
ク
タ
ー
音
を
ひ
び
か
せ
田
ん
ぼ
の
中
あ
っ
と
言
う
ま
に
稲
に
へ
ん
し
ん

土
屋
ト
ミ
子

つ
つ
が
な
く
雛
育
つ
ら
し
若
葉
木
立
ち
の
木こ

末ぬ
れ

に
青
鷺
羽
ば
た
く
が
見
ゆ

宇
田
川
時
子

水
田
の
草
や
虫
食
べ
稲
守
る
人
と
の
共
生
合
鴨
農
法

浜
田

寿
子

懐
か
し
や
野
原
一
面
ク
ロ
ー
バ
ー
の
香
に
誘
わ
れ
遊
ぶ
絵
本
の
世
界

山
口

幸
子

生
い
茂
る
蔦
は
妖
怪
む
く
む
く
と
今
日
は
大
樹
を
食
い
尽
く
し
お
り

山
根
喜
美
代

自
ら
の
思
慮
な
き
言
葉
の
責
め
を
負
い
鳩
山
首
相
は
退
陣
を
決
む

安
藤

慧

急
斜
面
聳
え
る
竹
の
艶
や
か
な
青
き
一
本
に
木
漏
れ
日
の
さ
す

亀
山

文
子

曲
り
角
一
つ
違
へ
て
行
く
道
に
つ
る
バ
ラ
の
咲
き
う
な
ぎ
屋
も
あ
る

講
師

杉
本

照
世

止
ま
る
か
に
見
ゆ
る
水
車
や
月
見
草

高
橋
は
る
よ
し

甚
平
の
立
つ
も
座
る
も
隙
だ
ら
け

金
指

月
光

ほ
ろ
酔
の
肩
に
か
つ
い
で
梅
雨
の
傘

芹
沢

徳
光

気
休
め
の
薬
を
飲
み
て
梅
雨
ご
も
り

倉
谷

節
子

葉
の
上
に
妖
精

ニ
ン
フ

集
へ
り
合ね

歓む

の
花

飛
石

槿
花

ダ
ン
ボ
ー
ル
敷
い
て
大
工
の
三
尺
寝

菅
沼
う
め
の

七
月
や
化
粧
直
し
の
大
鳥
居

松
本
美
智
子

七
月
の
風
に
寝
そ
べ
る
牧
の
牛

根
岸

君
子

白
玉
の
喉
越
し
の
良
き
甘
味
か
な

天
沼

子
平

夕
刊
の
イ
ン
ク
の
匂
ひ
合ね

歓む

の
花

金
子

つ
ぢ

下
駄
の
音
を
ひ
き
ず
る
四
万
六
千
日

相
原

白
蕗

一
村
の
ど
こ
に
佇た

ち
て
も
青
田
風

山
本

朝
子

マ
ネ
キ
ン
も
藍
の
浴
衣
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

岩
田
美
代
子

燕
の
子
巣
よ
り
の
り
出
す
無
人
駅

伊
藤

公
一

七
月
は
海
の
行
事
に
力
湧
く

四
ッ
車
梢
月

青
田
風
昔
も
今
も
高
座
郡

皆
川
志
ん
ご

半
夏
生
球
児
の
コ
メ
ン
ト
頼
も
し
く

三
輪

恭
子

手
術
日
の
明
日
と
な
り
し
髪
洗
う

千
葉

静
香

田
の
水
の
沸
騰
し
そ
う
な
炎
天
下

竹
村
真
砂
美

腹
見
せ
て
ラ
イ
オ
ン
眠
る
蝉
の
昼

岡
田
風
呂
釜

髪
洗
ふ
余
生
に
節
目
来
て
お
り
ぬ

宮
入

つ
る

見
舞
客
静
か
に
煽
ぐ
団
扇
か
な

菅
沼

保
幸

蓮
の
香
や
戸
を
開
け
放
ち
も
て
な
さ
る

浅
田
の
ぶ
子

七
夕
や
あ
じ
さ
い
柄
の
親
子
づ
れ

原
野

楽
天


